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「第６次宇都宮市総合計画改定基本計画」（素案）に関するパブリックコメントについて 

 

１ パブリックコメントの実施状況 

⑴ 意見の募集期間  令和４年１２月２８日（水） ～ 令和５年１月１９日（木） 

 

⑵ 意見の応募者数   ５者 

意見数  １６件 

 

⑶ 提出方法の内訳 

 郵送 ファクシミリ Ｅメール 持参 計 

人数 ２ １  ２ ５ 

 

２ 意見の処理状況 

区分 処理内容 件数 

Ａ 意見の趣旨等を反映し，計画に盛り込むもの １ 

Ｂ 意見の趣旨等は，計画に盛り込み済みと考えるもの ９ 

Ｃ 計画の参考とするもの １ 

Ｄ 計画に盛り込まないもの  

Ｅ その他，要望・意見等 ５ 

計 １６ 

 

⑴ 「第６次宇都宮市総合計画改定基本計画」全体に関して 

№ 区分 意見の概要 意見に対する市の考え方 

1.  Ｂ 水資源・電力の確保，農業の促進，

緑地保全，就業場所の拡大など，地方

都市としての魅力にあふれ，かつ自給

力ある都市を目指すべきである。 

また，近隣の市町との連携を強化

し，県都としての宇都宮市の魅力を向

上させるべきである。 

 本計画では，１００年先も発展し続ける

まちの姿「ＮＣＣ」を土台に，「地域共生社

会」，「地域経済循環社会」，「脱炭素社会」

の３つの社会が，「人」づくりの取組や「デ

ジタル」技術の活用によって発展する「ス

ーパースマートシティ」を目指すこととし

ており，本市は，経済や生活，交流などの

拠点として，周辺市町を含めた圏域全体の

発展を図ってまいります。 

2.  Ｂ ７０歳以上となっても元気な人が増

えており，商店の販売員，農作業の補

助など，対価を支払って働く場所や活

動場所の確保が必要である。 

「人生１００年時代」において，高齢者

がいつまでも元気でいられるとともに，自

らの希望に応じて活躍ができる環境づくり

に向けて，「地域共生社会」創出プロジェク

トの「横断プログラム」に，「高齢者が元気

で活躍しやすい環境づくり」を盛り込み，

高齢者の雇用促進や文化・芸術活動等にお

ける活躍促進などの取組を推進してまいり

ます。 

（素案５０ページ） 

資料２ 
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№ 区分 意見の概要 意見に対する市の考え方 

3.  Ｂ 行政や農協・農業従事者の力で，農

地の有効活用と農業従事者の若返りの

手助けをできないか。 

本計画においても，豊かな農業資源を活

かした持続可能な農業の実現が必要である

と捉えておりますことから，若い世代が農

業に興味を持てるよう，ＪＡ等の関係機関

と連携を強化しながら，市場ニーズの高い

作物の生産振興やデジタル機器の導入促進

など，農地の収益力強化と農業の生産性向

上に取り組んでまいります。 

（素案１０２ページ） 

4.  Ｂ 市内観光と市民の健康促進のため，

大谷や中心市街地などの観光ポイント

へアクセスできる，サイクリング専用

道路の整備をすべきである。 

 

本計画においても，市民や来訪者が自転

車を有効活用できる環境づくりが必要であ

ると捉えておりますことから，自転車を活

用した観光振興を推進するため，県内の市

町と連携した広域のサイクリングルートの

設定やサイクリングロードの整備など，自

転車に乗って観光スポットを巡り楽しむ，

サイクルツーリズムを推進してまいりま

す。 

（素案１１３ページ） 

5.  Ｅ  農道だった道に住宅が密集し，車の

すれ違いの困難な道路が多くなってい

る。宅地化する際に 6m幅道路を基本

とする宅地開発とできないか。 

住宅地開発等に係る開発行為について

は，開発規模に応じた周辺の道路幅員に係

る要件を基準として定め運用しているほ

か，開発区域内に新たに設置する道路につ

いては，幅員 6ｍ以上とするよう指導を行

っております。 

今後とも適正な開発許可基準の運用に努

めてまいります。 

6.  Ｅ 多くのマンションが他県の事業者に

よる管理及び修繕や整備工事を行って

おり，地元業者の活用に至っていな

い。市内事業者が介入できるよう，建

築許可時点で住民の意見が反映できな

いか。 

マンション等の民間の建築物の維持・管

理等については，マンションの管理者が

個々に契約を行っており，建築確認申請の

時点において，維持・管理等に係る契約内

容についての介入は行っておりません。（調

整中） 

7.  Ｅ デジタル放送に伴い篠井地区・富屋

地区の一部はケーブルを使い有料でテ

レビを受信しており，そのケーブルが

老朽化等によってこの先が厳しい状況

となっている。是非とも，「宇都宮市

地域防災計画」の中にケーブルテレビ

ネットワーク等の言葉を入れるなど，

対応をお願いしたい。 

「宇都宮市地域防災計画」は災害対策基

本法に基づき作成する計画でありますこと

から，当該計画の改定に当たり，その必要

性も含めて検討してまいります。 
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⑵  第２部 第２章「目指すまちの姿」に関して 

№ 区分 意見の概要 意見に対する市の考え方 

8.  Ｂ 少子化の流れが一段と早まっている

中でも，その流れを緩やかにし，持続

的にまちが発展できるよう，結婚支援

や本市への移住などの取組をはじめ，

専門部署で人口減少対策をさらに推進

していただきたい。 

本計画においても，「スーパースマートシ

ティ」の実現に向けた原動力の一つである

「『人』づくり」として，次世代育成・少子

化対策の強化を掲げており，「結婚や妊娠・

出産・子育ての切れ目ない支援の充実」や

「若年層に対する移住定住の更なる促進」

をはじめ，進学・就職・結婚・出産などの

ライフイベントに応じた市民の希望を叶え

る支援をより一層強化してまいります。 

（素案４３ページ） 

9.  Ｅ 人口減少と高齢化が進む中，農村部

農業の発展も大切であり，土地を守る

ことも大切であるが，人が住める環境

を整えることは必要不可欠であること

から，農振法の柔軟な対応が今，求め

られるのではないか。 

本市では，人口減少社会においても，持

続的に発展できるよう，コンパクトなエリ

アで日常生活に必要な機能が充足し，市民

生活の質や，都市としての価値・活力を高

めることのできる NCC の形成を進めてお

り，中心部と各地域への拠点配置やメリハ

リのある土地利用の促進などを進めてまい

ります。      （素案３０ページ） 

 

⑶  第２部 第３章「まちづくり好循環プロジェクト」に関して 

№ 区分 意見の概要 意見に対する市の考え方 

10.  Ａ 「脱炭素社会」創出プロジェクトの

「横断プログラム」に「地域特性を活

かした再生可能エネルギーの最大限導

入」について，本市の地域ポテンシャ

ルを活かした」とあるが，「本市の地

域ポテンシャル」とはどのようなもの

があるのか，具体的に示すとイメージ

が掴みやすい。 

（素案５３ページ） 

 

本市では，冬場の日照量が多いことや，

大谷石採取場跡地内の多量の地下水による

「冷熱エネルギー」を地域資源として捉え

ておりますことから，ご意見を踏まえ，「脱

炭素社会」創出プロジェクトの表現に以下

の通り追記いたします。 

「冬場の日照量が多いことや大谷石採取

場跡地に貯留している「冷熱エネルギー」

など，本市の地域ポテンシャルを活かした

様々な再生可能エネルギーを最大限導入

し，エネルギーの脱炭素化に寄与する。」 

11.  Ｃ 取組テーマ２「カーボンニュートラ

ルなまちづくり」の案について賛同す

る。具体的な取組に当たっては，国の

「ＧＸに向けた基本方針（案）」で

は，「カーボンリサイクル／ＣＣＳ」

について記載されており，これらの社

会実装に向けて，関連する技術情報の

発信，導入への環境整備に向けた施策

の立案を期待する。 

（素案５３ページ） 

カーボンニュートラルの実現に向けまし

ては，二酸化炭素排出量の削減と合わせ

て，温室効果ガスの「吸収源対策」が重要

でありますことから，森林や農地などを吸

収源と捉えた取組や，炭素固定・回収・貯

留といった新たな技術の研究が進んでおり

ますことから，その動向を注視してまいり

ます。 
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⑷  第２部「基本計画」 第４章「分野別計画」に関して 

№ 区分 意見の概要 意見に対する市の考え方 

12.  Ｂ 戦略事業「ゼロカーボンムーブの構

築」の案について賛同する。具体的な

取組に当たっては，水素の供給コスト

の低減，水素ステーション整備等解決

すべき課題はあるが，モビリティ分野

における水素利用拡大が見込まれる」

ことから，ＥＶ，ＦＣＶのそれぞれの

強みを生かした普及に向けた施策の立

案を期待する。 （素案９９ページ） 

カーボンニュートラルの実現に向けまし

ては，地域ポテンシャルを活かした再生可

能エネルギーの積極的な創出・利用に加

え，水素エネルギー等の新たなエネルギー

の活用も重要でありますことから，政策の

柱Ⅴ「産業・環境の未来都市の実現に向け

て」の戦略事業「再生可能エネルギーの地

産地消の推進」に「新たなエネルギーや先

進技術の活用」を盛り込み，取組を推進し

てまいります。   （素案９９ページ） 

13.  Ｂ 政策１０の現状・課題における「農

林業の維持・発展に向けた取組の強

化」の案について賛同する。具体的な

取組に当たっては，持続可能な農林業

の実現が図れるよう，農林業において

も，環境負荷の低いエネルギーへの転

換により，運搬による環境負荷の低

減，省エネルギー性能の高い設備・機

器の導入ができる施策の立案を期待す

る。     （素案１０１ページ） 

農林業の維持・発展に向けましては，高

い生産性と環境負荷低減を両立した持続可

能な農林業の実現が重要だと考えておりま

すことから，政策の柱Ⅴ「産業・環境の未

来都市の実現に向けて」の戦略事業とし

て，「持続可能な農林業の推進」を位置づ

け，多様な担い手の確保・育成や生産性の

高い基盤整備などに加え，スマート技術の

導入などの必要な支援策を総合的に推進し

てまいります。   （素案９８ページ） 

14.  Ｂ 政策１１，施策２「脱炭素化の推

進」の案について賛同する。具体的な

取組に当たっては，産業部門及び業務

部門の二酸化炭素排出量削減に向け

て，既存の系統線，自営線，熱導管，

都市ガスインフラ等を活用した自立・

分散型エネルギーシステムの構築がで

きるような環境整備に向けた施策の立

案を期待する。（素案１０４ページ） 

カーボンニュートラルの実現に向けまし

ては，電気や熱などのエネルギーの面的利

用が効果的であると捉えておりますことか

ら，「脱炭素社会」創出プロジェクトの取組

テーマ２「カーボンニュートラルなまちづ

くり」におきまして，エネルギーの面的利

用を見据えた取組を推進してまいります。 

（素案５３ページ） 

15.  Ｅ  ＪＲ線の東西へ伸びる駅前大通り

へ，「長尺の障害物に相当する無駄

で，邪魔になるＬＲＴ」を，ＬＲＴに

よる「東西基幹公共交通の実現に向け

た基本方針」を定めてあるとして，民

意を問うことなく，「東部地区」に続

いて，「ＪＲ線の西部へ延伸・導入す

る」こと，県都・宇都宮市の在り様に

係る最も重大な社会インフラ整備を，

事も無げに，「総合計画」の片隅に記

載している施策の方向性について，疑

問を指摘し，「撤回」を求めて，「反

対」する。 

（素案１０８ページ） 

人口減少・人口構造の変化に対応し，子

どもから高齢者まで，誰もが豊かで便利に

安心して暮らすことができ，夢や希望がか

なうまち「スーパースマートシティ」を実

現するためには，持続可能なまちづくりの

基盤となる「ＮＣＣ」の形成が必要であり

ます。 

ＬＲＴにつきましては，誰もが移動しや

すい公共交通ネットワークの構築に向け

た，東西基幹公共交通の要として不可欠な

都市の装置でありますことから，ＮＣＣの

形成に向けた必要な取組として本計画に盛

り込んでおります。 

（素案３３，１０８ページ） 
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⑸  第４部 「計画の着実な推進に向けて」に関して 

№ 区分 意見の概要 意見に対する市の考え方 

16.  Ｂ 新たに市職員や民間企業等の職員に

よる共創のまちづくりの推進を掲げて

いるが，まちづくりにはある程度の期

間が必要となるため，地域社会を取り

巻く様々な課題や時代の変化を捉え，

中期的な観点で，ぜひ効果の高い事業

を創り出していただきたい。また，一

過性のものでなく，継続して未来のま

ちづくりに向けて取り組んでいただき

たい。 

（素案１２７ページ） 

官民が連携した「共創のまちづくり」の

実現に向けては，本市を取り巻く環境の変

化を捉えながら，継続的かつ柔軟に取組を

進めていく必要がありますことから，引き

続き，「うつのみや未来創造プロジェクト」

をはじめ，本市における共創のまちづくり

の実現に向けた取組を推進してまいりま

す。 

（素案１２７ページ） 

 

 
   


